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明日の高知大学を拓く研究組織の構築

研究担 当 尾崎登喜雄

法人化国立大学の生き残る道は相当に険しく, 自己改革と自己資金をなくしては到底存続 し得ない。

にも関わらず,こ の近未来に対する予想が甘く,旧 態依然たる大学人も少なからず見受けられる。言 う

までも無く,我 が高知大学は地方の大学であり,地 方の大学として生き残る方策を模索,立 案,実 行 し

なくてはならないのであるが,こ れは言 うに易く実行に難 しということは万人の認めるところであろう。

だが,困 難であるからと言つてその道を回連 したならば確実に我が大学の明日はなくなるのである。な

らば,い かなる改革を行い,外 資を獲得するかである。改革には教育/研 究/地 域連携に関わる広範な

変革が包含され,学 部をはじめ大学院をも含めた各組織の変革が求められるところであるが,こ こでは

研究担当の立場より外資の獲得につながる研究の活性化策を中心に論じる事とする。

高知大学の 16年 度外資獲得総額は約 9億 6000万 円で,教 員 1人 当たり約 150万 円であり, 1

7年 度の科研費獲得総額は3億 1000万 円で,教 員 1人 当たり約 50万 円である。 1人 あたりのこれ

ら獲得額はいずれも広島大学の約 3分 の 1で あり,中 国 ・四国の各大学の中でも最下位に近い所に位置

している。工学部が無いからといった言い訳を言つても,文部科学省/総 務省には通用するべくも無く,

必然我々は外資獲得 ・研究活性化策を打ち出す必要に迫られている。

大学の研究活性度は個々の研究者の研究活動の総和であり,従 って大学全体としての研究活性度/研

究レベルを上げる為には個々の研究者の研究を活性化する事が必要である。しかしながら,そ れだけで

は大学の研究は大きくは上昇せず,一 方で研究者の組織化,研 究プロジェクト/ユ ニットの構築が必要

であり,こ の作業を抜きにして高知大学の研究活性化はあり得ないように思われる。そこで,具 体的に

いかなる研究者を集合 し, どのような研究組織を作れば良いかと言 う事が次の問題 となる訳であるが,

今 日までの活動 ・実績を評価 した時,評 価に耐え得る研究,さ らには今後が期待できる研究の芽,あ る

いは地域が求める方向の研究等が組織化の候補として挙げられるであろう。そのように考えた時,水 熱

化学を中心とした一連の物質創成研究は,実 用学的研究の側面を持ち医療に用いられる可能性を秘めた

物質を創成する事が期待され,医 学基礎研究との連携に活路が見出されるように思われる。さらに,こ

れらの研究のみならず農学部を中心とした地球にやさしく地産地消を目指す環食同源研究,黒 潮圏海洋

科学研究科を中心とした海洋生物研究, 日本海洋科学技術機構 (」AMSTEC)と連携 した海洋コア研究が

我が大学の明日を担 う研究の柱となり得る1ように思われる。これらに加え,地 震必発の地と言われる高

知県を考えた時,防 災 ・減災に対する取り組みも地域連携を進める上でも重要であろう。

高知大学の研究の柱となるべきものは,幸 いかな上記の如く存在する事が確かめられた。問題はこれ

らの研究 ・研究者が互いに連携協力して研究の実を挙げる手段を講じなくてはならない事である。その

手本としてすでに 「グリーンサイエンスリサーチ」が組織され,我 が高知大学の研究の先陣を切ろうと

している。この研究組織を見習い,「海洋生物/環 食同源総合研究ユニットJ及 び 「海洋コア連携総合

研究」(いずれも仮称)を 立ち上げるべく当該の教員にチーム作 りを相談しているところである。これ

らの研究グループが,地 元企業のみならず広く全国の関連する研究機関 ・企業と連携 し研究の推進と外

一-2-―



資の獲得に道進出来るよう,未 熟ながら出来る限りのお手伝いをするつもりである。

ところで,研 究活性化/外 資獲得は元手が何も無いままで出来る理は無く,然 るがき投資=研 究費の

配分が必要である。大学に配分される予算が年々減少 し1個 々の研究者に対する研究費の配分が極度に

減少している今 日では,大 学が打ち立てた 「研究の柱」に対し,重 ″点的に研究費を投与する事が強く求

められているように思われる。中期計画の2年 目に当たる17年 度では,重 点化の方向を明確にし,重

点化された研究に対しては可能な限りの
“
資本

"を
投入する一方で,重 点化された研究は常に研究成果

が
“
評価

"さ
れるべきであり,そ の評価に基づいて次年度以降の予算配分が検討されるべきものと考え

る。

冒頭に述べた如く,高 知大学を取り巻く環境は決 して楽観するべきものではない。大学にあって,も

とより教育はその根幹を成すものであるが,大 学が前進するエンジンは研究者であり,エ ンジンを動か

すガソリンは今や外資に求めなくてはならない。個々の研究者はこの点を強く認識すると共に,誇 りを

持って研究に取り組んで頂きたく,こ こに強くお願いするところである。時々 “
大学の顔

"と
いう言葉

を耳にするが,大 学の顔は前線を走る研究者の顔の総合体である。ただし,前 線を走る走者の中で他よ

りも背の高い者が目に留まり,そ れらが大学の特徴的な顔として映るのは,自 然の理と言わざるを得な

い。小生はただ,そ れらの顔の向きを若干指示したり,顔 が
“
美 しく目立つ

"た
めに多少の化粧をほど

こすのみである。

あらゆる組織がそうであるように,組 織を構成する全員が意見を戦わせ,然 るべき立場の者が正しい

決断を下すならば,そ の組織に前進はあっても崩壊は無いはずである。どうかグリーンサイエンスリサ

ーチの皆様,我 が大学の先陣を努めて下さるように,ま た互いに意見を交換 し,小 生に対する提言を下

さるようお願いする次第である。

研究資金
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■ 研究プロジェク トの目標 プロジェクトリーダー 小槻日吉三
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本プロジェク トは,人 類 と環境との共生に対して物質科学を基盤とする教育研究ネットワークの構築

を目的とし,「作る」,「測る」,「生かす」そして 「廻す」の4つ をヨンセプ トの核として設定する。
日物質変換/物 質創成研究部門 :人類社会に役立つものを見つけ利用 していくための技術として,物

質を 「いかに作るか?」 という方法論の解決を目的として研究を進める。
・機能開拓/機 能評価研究部門 :物質と人類 との持続的調和機構を解明するために,物 質のもつ機能

を 「いかに測るか?」 という動的アプローチで研究を進める。
日環境共生/生 命環境研究部門 i人類 と環境との共生に関わる物質の挙動を解析 し,そ れを生命維持

に 「いかに生かすか?」 という視点から研究を進める。
・物質循環/資 源再生研究部門 :限 りある資源を確保するために,人 類社会を取 り巻く物質 ・資源を

rいかに廻すか?」 という視点から研究を進める。

本プロジェク トの実施にあたっては,学 内の領域横断的研究者ネットワークを構築するとともに,公

的試験研究機関や企業研究者 との有機的連携を深め,異 分野間の交流をも促進 し,F高 知大学を基幹と

するキ■|マ|テ'|ア'レフー白シティ|アJを 構築する。

併せて,海 外の研究者との連携や共同研究を積極的に推進し,国 際的にも通用する研究環境を整備す

るとともに,大 学院教育及び若手研究者の育成を行う。そして,本 プロジェクトによる研究成果を広く

公開し,地 域社会貢献 ・新産業育成に対する有益な指針を提供する。
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■

物質循環/資 源再生研究部門 ■■|‐■■封F弔長i抑澤‐1和こ|■‐

Seθ古/θ″ θ√渤物古θ//2/s ttθθθ%θ//哲 用qρrθ』レθを/977

本研究部門は,水 熱反応をキーワー ドとし,海 洋資源の生成機構の究明,機 能性材料の合成,資 源の
有効利用,廃 棄物の再生利用のための技術開発,及 びそれに関連する分析システムの構築を目指す。

真塗裂経客パ困漫冒屁誤9↑ 寮駅岳落鼻唇値袷鶏仏臭瀑暮縁島客侯係寄蟹各後号r集 釜嘉鶏窒季とを安
として材料合成分野での応用範囲が広い。また,水 熱反応は廃棄物の処理,処 分,有 効利用の分野へも
応用可能である。本部門では水熱反応を利用した機能性セラミックス合成や廃棄物有効利用に関する研
究を実施する。

地下深部でのさまざまな鉱物の生成に水熱反応が関与していることはかなり以前から知 られていた
が,今 日では海洋底の直接飢祭が可能となり,海 底熱水鉱床を形成する活発な熱水活動中のテムニー群
が多数発見されている。海底には海底熱水鉱床だけでなくマンガン団塊やコバル トクラス トなどの鉱物
資源が多量に存在 しているが,こ れらの生成機構は未知の部分が多く,本 研究部門ではこの生成プロセ
スを究明する。
水熱条件下ではさまざまな有機物が可溶化されることから,水 熱反応を利用した資源の再利用や有用

資源の発掘が考えられる。例えばセルロースは水熱条件下で容易に分解され,糖 類や有機酸などの有用
物質を生成する可能性がある。

一
般に水熱条件下での有機物の抽出や分解プロセスは非常に複雑で,抽

出物や分解産物の構造解析を含めてそのプロセスを解明するためには,効 率的な分析システムを必要と
する。本部門ではこのような分析システムの開発も実施する。

物1貿変換/1物1質創1成研究1部門 ■■■‐■‐|■■部門長!小槻日吉=|  |
5θθ古/977 θ√渤物をθr/2/s ″277S/br磁古/977 ′ J/77古力θS/S

本研究部門は,欲 しいものだけを無駄なく環境にやさしく作る技術の開発を主眼とし,そ の応用とし
ての有用物質 (生理活性天然物や機能性材料)倉け成を目的とする。そのために必要な技術として,各 種
触媒反応,超 高圧反応等の環境調和型技術に着 目し,併 せてそれに必要な方法論の確立を目指す。

有用物質をできるだけ環境に負荷をかけずに作 り上げることは,現 代合成科学分野での最重要事項の
一つとなっている。これに直接的に寄与するアプローチとして,化 学量論的反応 ・触媒反応 ・無溶媒反
応 ・水溶媒反応等の開発が必要とされている。

このような時代の要求に真正面から取 り組むため,本 研究部門では,超 高圧反応場を利用する高効率
的分子変換手法の確立,高 選択的触媒反応システムの開発,高 効率官能基変換手法の開発,水 溶媒中で
の酵素類似反応システムの開発,分 子レベルからの触媒的プロセスの解明,光 学活性物質の効率的合成
法の開発,そ れらの知見を駆使 した物質創成プロセスヘの展開を行 う。併せて,こ れらの成果を基盤 と
して,有 用医 ・農薬材料の合成,生 理活性天然物の効率的合成,有 用機能性材料の合成を行い,機 能性
材料の開発を基本戦略とする 「機能開拓 ・機能評価部門Jと の有機的連繁強化を図る。

>―→1   転
肝システム構築

寄劇醸醒す鶴欝黄総鞠,統 騒醸畿黄盤強

姦影 携鶴躍伊聾替モ ト

践 =轟襲材織

能学騒畿齢鞠買翻戯ず車々 算
機繊熊理不常態醸|ダ1章 |=|
縄境講調饗魔感ず減ゼネ■

た1轟
鶴盤盤繊難章
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■

機能開拓/機 能評価研究部門 ■■‐|1部‐門長■宇高1恵子 ‐| ||

5θθ古/977 θ√Fttσ古/θ″夕/Ana//s/s tt Eva/材夕古/θ″

本研究部門では、機能物質の探索と機能評価技術の開発を通じて、理学や生命科学、医療への貢献を

目標 としています。参加研究者はそれぞれ、発光性色素、金属ナノ粒子、抗原ペプチ ド、糖鎖、におい

物質およびフェロモンと、物性の異なる研究対象について、機能を最大限に引き出し、将来の応用にむ

けて研究をすすめます。その過程で必須となる機能評価技術の開発にも重フ点をおいています。また当部

門は、他の3部 門で候補に上がってきた機能分子について積極的に機能評価、応用利用を試みる予定で

す。
生物系の3グ ループは、外界と細胞の境界にある細胞膜上の情報受容分子について物質認識の特異性

と分子会合の研究と定量化を試みます。また、その認識の結果起こる細胞や個体の応答について情報連

関の分子機構を探 ります。理学部のグループは、発光性色素の分子設計、金属ナノ粒子を使つた高感度

ケモセンサーの開発をめざします。

機能分子の探燕口評価

・卜  工学 口医学への応用

センサー基盤

環境共生/生 命環境研究部門 部門長 :今井 章介

Seθ古/977 θ√ど乃γ//θれ材θ″を2/ ′と/メし Sc/θ″θθs

本研究研究部門は、「人類と環境との共生に関わる物質の挙動を解析 し、それを生命維持にいかに生
かすかJを 研究テーマに、主たる研究対象を環境因子としての 「感染」と 「アレルギーJに 設定、その

制御 ・克服に向けた研究を推進する。具体的には、ヒト難治性病原細菌感染症に対する抗生物質非依存
療法確立の一環として、無尽蔵に存在する天然の抗菌 リソースであるバクテリオファージを活用する治
療法の開発と、従来にない視点から腫瘍ウイルス増殖抑制分子の同定を目指した研究を行 う。また、養
魚類にとつて深刻な脅威 となつている細菌やウイルス感染症に有効な新規ワクチンの開発に結びつく
研究として、これら病原微生物の増殖の分子基盤解明に取り組む。以上は、抗生物質の使用量低減に寄
与し、ひいては耐性菌の出現、医療費の増加、生態環境破壊の抑止に働くであろうし、食資源の安定確
保に役立つであろう。さらに、今や国民病とも言える気管支喘″目、、ア トピー性皮膚炎、花粉症などのア
レルギー疾患の克服に向け、複雑なアレルゲンのスクリーニング法の開発、アレルギー素因としての新
指標の同定と検査法の開発研究を通じてアレルギー環境の整備改善と管理法を追及 し、加えて、アレル

ギー予防効果を持つ機能性物質の探索同定を目指す。また本研究部門では、膜分離技術を利用して海洋
深層水中の Ca、Mgの濃度比を変えることなく濃縮 し、かつ阻害要因めNaを低減 した深層水ミネラル調
整技術を開発 し (県、民間と共同)、低コス トでの深層水由来健康飲料の供給に向けた研究も実施する。

感染裁の課襲‐線脅就‐

|〈畿藤す綾江爆 払,
|||,|||||||||||,||||||,||||十11111111111'||||',お1,|:||||||||||||||||||||||||,ⅢⅢⅢ

襲壌崇鐘/鐘 熊環境離費韓簿吊
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■ 第 1回 公開シンポジウムの内容

轡謝酸講攣
入

■ 受賞報告

「環境共生/生 命環境研究部門」の今井教授のグループは、4th Kochi Medical School Research Meetingにおいて
「奨励賞Jを 受賞されました(2005年2月)。

受賞テーマ : Rashel M,Matsuzaki S,(他 3名),Imai S.Cell wall hydrolase from fMRll phage:a new powerful
therapeutic agent agalnst MRSA/VRSA infections
本研究は、医療で深刻な蔓延をきたしている多剤耐性黄色ブ ドウ球菌 (MRSA、VRSA)感染症に対 し、抗生物質に依存
しない新規の治療法開発に関する基礎的研究である。この研究では黄色ブ ドウ球菌特異的なバクテ リオファージ (フ
ァージ)多 数から、強力な溶菌活性をもつファージ (fMRll)を厳選 し、さらにfMRllゲノムにコー ドされる溶菌酵素
遺伝子 (orf65)を特定、クローニングし、溶菌酵素の活性精製体の単離に成功 した。この精製酵素はin vitrOで わ
ずか 30秒 以内に全ての臨床分離MRSA、VRSA株を完全に殺滅 した。これらにより、脱抗生物質療法の新たな可能性を
示 した点が評価 された。

「物質循環/資 源再生研究部門」の柳澤教授が第59回 日本セラミックス協会・学術賞を
受賞されました(2005年5月)。
受賞テーマ :水熱反応技術の新しい展開に関する研究
柳澤和道氏は,長年にわたる水熱反応に関する研究過程で,以下に示す 3種類の新しい水
熱反応技術を開発し,新 しい水熱合成法を展開した。
①単結晶育成技術では,カ ルサイ ト単結晶の水熱育成に初めて有機酸塩水溶液を使用し,
温和な条件で高い成長速度が得られることを示し,カルサイ ト単結晶育成の工業化に道を
開いた。②複酸化物の直接合成技術では,中間生成物を経ることなく目的化合物を直接合
成できる高温混合法を開発した。この方法により,短時間でのブノライ ト単結晶合成や結
晶性の高いマグネシウム固溶カルシウム水酸アパタイ ト合成に成功した。③多子L体の作製

技術では,水 熱条件下にある粉末を加圧 しながら水熱処理することにより,マ クロポアとメソポアの境界付近の均一

な気孔径を有する多孔体を作製する新 しい合成技術を開発 した。さらに,水 熱反応を利用 した廃棄ガラスビンから発
泡多孔体を作製する廃案ガラスビンのリサイクル技術を開発 した。

以上の業績から水熱反応技術の新 しい展開に関する研究は,国 内外で高く評価 されてお り, 日本セラミックス協会
学術賞に十分値するものとして推薦 された。
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■

■ 海外 出張報 告

「物質循環/資 源再生研究部門」の蒲生教授を含む本学教育学部および大学院教育学研究
科の教員 2名 および学生 8名 は,2004年 度 ACCU・ユネスコ青年交流信託基金事業 「大学
生交流プログラム」に採択 され,国際理解教育と環境教育に関するプログラム遂行のため,
2005年 3月 26日 ～4月 9日 までベ トナムに出張した。本学初 となるこのプログラムの目
的は,ベ トナムにおける世界遺産視祭と,ハ ノイおよびホーチミン大学生との文化交流を
通 じて,世 界遺産の教育教材化への提言 と,実 践的環境教育プログラムの提言を行 うこと
にある。

Field ttip to the World He五tagc“My Son Sancttary''

「機能開拓/機 能評価研究部門」の椛教授は,化 学受容科学連合 (Association for
ChellloreceptiOn Sciences:AChemS)に出席 し,“マウスにおけるフェロモンの記憶を電気
生理学的手法で証明した成果

ル
について発表 した。本会は,米 国に本部を置き,嗅 覚,味

覚などの化学感覚を専門とする世界の約 800人余 りの会員で構成されている。毎年 4月 に
フロリダ州サラツタで開催 される年次大会は,基 礎,臨 床,応 用研究の最新の成果を発表 し,意 見交換を行 うための
非常に重要な場 となっている。毎年,約 500題の演題が発表されている。今年は4月 13日 から5日 間の日程で開催
された。朗報として特筆すべきは,この研究領域から2004年のノーベル賞受賞者が出たことである。受賞された Axcel
教授 とBuck教授の栄誉を讃えて,最 終 日の終 日を使って嗅覚受容体シンポジウムが特別企画された。Buck教授の講
演に始ま り,そ れに現在活躍中の若手研究者の講演が続き,最 後に Axcel教授の話漬で閉めるとい うものであつた。
特に感銘を受けたのは,何 をどうい う方法で解明するかについて,論 理的かつ明解に,し かも要点を強調 し,ユ ーモ
アを交えながら話を展開された Axcel教授の講演であった。その他の話演,ポ スター発表の中で特に興味深かつたも
のに,未 熟児の無呼吸がバニラのにおいによって軽減すること,ア ワビの精子が卵子から発せ られる性誘引物質 トリ
プ トファンを手がかりに卵子へ向かつて泳ぐメカニズムが解明されたこと,マ ウスの鋤鼻器で同定されているフェロ
モン受容体 VlRが ヒトの嗅上皮にも発現 し,に おいの受容に関わること,h4HC分子が個体に特有なにおいとして機能
していることなどが挙げられる。

■ 平成 17年 度科学研究費等補助金採択状況

科学研究費 ・特定領域研究

本家孝
一 「硫酸化糖脂質の役割 と欠損による病態」 2002～2006年度 49,000千 円

市川善康 (代表),小 槻日吉三 鋤   「シグマトロピす反応をもちいた生体機能分子の実用的笥抱   2005年 度 3,400千 円

椛 秀人 「匂いの絆 :その刷 り込みのメカニズム」                   2005年 度 4,100千 円

奥谷文乃 (代表),椛  秀人 (分担)「 主嗅球神経回路における可塑性の多角的解析J   2005年 度 2,400千 円

科学研究費 ・基盤研究B

中村裕之 「環境中物質と好酸球関連蛋白遺伝子の相互作用解明によるアレルギー疾患の予防」 2005～2007年度 13,500千円

川合研見(代表)、大鳴俊一郎 (分担)「魚類エドワジェラ症原因菌のGAPDHの抗原構造と免疫賦活能に関する研究J 2005～2007年度 16,000千円

科学研究費 ・基盤研究 (C)

脇口 宏 (代表),今井章介 (分担)「慢性活動性EBウイルス感染症の新規治療法に関する研究」 2004/2005年 度 3,600千 円

今井章介 「EBウ イルス依存性に発現変化する細胞遺伝子群の網羅的解析」     2005/2006年 度 3,600千 円

科学研究費 ・萌芽研究

松崎茂展 (代表),今井章介 (分担)「新規黄色ブドウ球菌特異的溶菌因子によるMRSA/VRSA除菌・治療法の開発J 2004/2005年度 3,300千円

遠藤文香 (代表),今井章介 (分担)「新規黄色ブドウ球菌特異的溶菌因子によるMRSA/VRSA除菌・治療法の開発」 2004/2005年度 3,300千円

科学研究費 ・若手研究B

上国忠治 「電気分析化学的アプローチによる生体内微量金属の生理活性作用発現機構の解明」   2003～2005年度 3,700千円

科学研究費 ・特別研究員奨励費

隈本康司 (小槻 日吉三)「超高圧反応を基軸とする環境調和型有機合成反応の開発J 2005/2006年 度 1,800千 円

厚生労働科学研究費補助金         =

中村裕之「気管支喘息の有病率・罹患率およびQOLに関する全年齢階級別全国調査(免疫アレルギー疾患予防・治療 研究事業)J

2004/2005年 度 3,200千 円

戦略的創造推進事業/科 学技術振果機構

渡辺 茂 (分担)「高信頼性ナノ相分離構造テンプレテー トの創製」        2002～2008年 度 12,690千 円

本家孝一 (代表),宇高恵子 (分担),今井章介 (分担)「病態における膜マイクロドメイン糖鎖機能の解明」2004～2009年度 225,000千円

RSP事 業/科 学技術振果機構

吉田勝平 「波長選択光吸収 ・発光性色素の創出と農園芸フィルム開発への応用」 2004/2005年 度

椛 秀人 「記憶痕跡の動的変化の分子メカニズム」

市川ヨ喪 (代表),小 槻日吉三 (創   「特異な構造をもつ含窒素天然物の命調擁抱

大鳴俊一郎 「魚類冷水病のワクチン開発に関する研究」

経済産業省(NEDO)・大学発事業倉U出

大鳴俊一郎 「魚類の冷水病に対するフクチンの開発J

2004～2006年度 14,900千円

2005～2008年度 15,300千円

2003～2005年度 6,400千 円

2003～2005年度 15,120千円
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■

■ 新メンバー紹介
「環境共生/生 命環境研究部門」の森山氏は人事異動により海洋深層水研究所を離れられました。かわり

に、川北裕久主任研究員が着任されました。

川北裕久 Kawak i t a , H i r o h i s a

E一maili hirohisa_kawakita@ken4 pref kochi jp
19893 京都大学工学部化学工学科卒業
19894 高知県庁入庁
19894 高知県工業試験場 技師
19964 高知県工業技術センター 主任研究員
20024 高知県海洋深層水研究所 主任研究員

専門分野 :分析化学,化 学工学

■ 研究スタッフ紹介
物質循環/資 源再生弱究部『島

恩田歩武 Onda,Ayumu

理学部助手

所属 :水熱化学実験所

研究テーマ :不均―系触媒の水熱合成と

環境負荷低減変換プロセスの開発

朱 孔軍 Zhu,Kong」un

理学部非常勤研究員

所属 :水熱化学実験所

研究テーマ :バイオマテリアルの水熱合

成

岡 和幸 Oka,Kazuyuki

理学研究科物質科学専攻博士前期課程
1 年

所属 :水熱化学実験所

研究テーマ :水熱反応によるバイオマス

の可溶化

坂口真澄 Sakaguchi,Masumi

理学研究科応用理学専攻博士後期課程
4年

所属 :石塚研究室

研究テーマ :フ ァン ロデ Eフカ海嶺にお

ける熱水変質過程の解明

平田沙織 Hirata,Saori

教育学研究科理科教育専修

修士課程 2年

所属 :蒲生研究室

研究テーマ :有機酸及び中鎖脂肪

酸の高感度分析法の開発研究

奥田和秀 Okuda,Kazuhide

理学部技術職員

所属 :水熱化学実験所

研究テーマ :水熱反応によるバイオマスの

有用物質への変換

鈴木陽太郎 Suzuki7 Yotaro

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

2年

所属 :水熱化学実験所

研究テーマ :芳香族化合物の湿式酸化反応

門脇理恵 Kadowakt,Rie

理学部物質科学科 4年

所属 :水熱化学実験所

研究テーマ:水熱反応を利用した廃棄ガラ

スの発泡軽量材への転換

上妻玲馨 Kohzuma,Reika

理学研究科自然環境科学専攻博士前期課

程 1 年

所属 :石塚研究室

研究テーマ :海洋プレー ト形成における海

嶺火成 口変成作用の役書J

中尾千予視 Nakao,Chiyomi

教育学研究科理科教育専修修士課程 2年

所属 :蒲生研究室

研究テーマ :単糖およびオリゴ精の高感度

分析法の開発研究

Md  Uddin imam

理学研究科応用理学専攻博士後期課程

1 年

所属 :小槻研究室

研究テーマ :新規有機不斉仙媒反応の開発

物質変換/物 賃倉せ威研究部F弓
隈本康司 Kじmamoto,Ko」i

理学研究科応用理学専攻博士後期課程
3年

所属 :小槻研究室

研究テーマ :超高圧反応を基軸とする

環境調和型有機合成反応の開発
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石井孝証 lshil,Takaaki

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

2年

所属 :小槻研究室

研究テーマ:環境調和型有機不斉触媒反応

の開発

生島英明 lkishima,Hideaki

理学研究科物質科学専攻博士前期課程
1 年

所属 :小槻研究室

研究テーマ :環境調和型有機不斉触媒

反応を基軸とする天然物合成

山岡具倫 Yamaoka,Tomonori

理学研究科物質科学専攻博士前期課程
1 年

所属 :市川研究室

研究テーマ :海洋産生理活性天然物の

合成研究

小原史代 Ohara,Fumiyo

理学研究科物質科学専攻博士前期課程
1 年

所属 :市川研究室

研究テーマ :糖を用いる環境調和型

物質変換

今井正樹 lmal,Masaki

理学部物質科学科 4年

所属 :上回研究室

研究テーマ :環境調和型触媒の合成と

応用

一戸克之 lchinohe,Yoshiyじki

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

2年

所属 :小槻研究室

研究テーマ :有機不斉触媒アル ドール反

応を基軸とする天然物の合成

江川晴香 Egawa,Haruka

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

2年

所属 :市川研究室

研究テーマ :ヌクレオシ ド系抗生物質の

合成

宮内智子 Miyauchi,Satoko

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

1 年

所属 :市川研究室

研究テーマ :シグマ トロピー反応を用い

る物質変換

稲妻直子 inazuma,Naoko

理学部物質科学科 4年

所属 :上田研究室

研究テーマ :環境調和型触媒の機能評価

と応用

岡崎義弘 Okazaki,Yoshihiro

理学部物質科学科 4年

所属 :上回研究室

研究テーマ :環境調和型触媒の高機能化

と応用

野田安史 Noguchi,Yasusi

研究生

所属 :分子免疫学教室

研究テーマ :腫 瘍内 リンパ球浸潤の解

析 :特に CD4、CD8リ ンパ球の相互作用

について

矢野有紗 Yano,Arisa

医学系研究科医科学専攻修士課程 1年

所属 :分子免疫学教室

研究テーマ :細胞膜上の精脂質 ドメイン

とアレルギー反応の関係

横田佳奈 Yokota,Kana

CREST技術員

所属 :遺伝子病態制御学教室

研究テーマ :膜マイクロドメイン糖鎖機

能の解明

機能開拓/機 能評f面研究部F尋
多田基紀 Tada,Motoki

医学部助手

所属 :分子免疫学教室

研究テーマ :Fynを介 した抑制系の解析

駒庭学志 Komaniwa,Satoshi

特別研究学生

所属 :分子免疫学教室

研究テーマ :T細胞の胸腺内分化のメカニ

ズムについて

山下竜幸 Yamashita,Tatsuyuki

CREST研究員

所属 :遺伝子病態制御学教室

研究テーマ :膜マイクロ ドメイン糖鎖機

能の解明
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環境共生/生 翁環境研究者BF是

奥谷文乃 Okutani,Fumino

医学部助教授

所属 :神経統御学講座統合生理学教室

研究テーマ:幼若動物における匂いの学習

谷回睦男 Taniguchi,Mutsuo

医学部学内講師

所属 :神経統御学講座統合生理学教室

研究テーマ :フェロモン情報伝達 口記憶

大谷真吾 Ootani,Shingo

理学研究科物質科学専攻博士前期課程
2年

所属 :吉日研究室

研究テーマ :二波長発光性 Ru(I)錯体色

素の分子設計 口合成 口機能評価

吉川慎太郎 Yoshikawa,Shintaro

理学研究科物質科学専攻博士前期課程
2年

所属 :吉田研究室

研究テーマ:国体発光性色素の倉J出と有機
ELへの応用

瀬日英輝 Seguchi,Hideki

理学研究科物質科学専攻博士前期課程
2年

所属 :渡辺研究室

研究テーマ:機能性金属ナノ粒子の合成と

機能評価

村本和世 Muramoto,Kazuyo

医学部学内講師

所属 :神経統御学講座統合生理学教室

研究テーマ :鋤鼻器一副嗅球共培養系を用

いた神経回路形成 ・情報伝達

岡本朋大 Okamoto,Tomohiro

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

2年

所属 :吉田研究室

研究テーマ :クラスレー ト形成蛍光性色素

の分子設計 ・合成 コ機能評価

林晶子 Hayashi,Akiko

理学研究科物質科学専攻博士前期課程 2年

所属 :吉田研究室

研究テーマ :波長変換用発光性色素の創出

と応用

羽田正紀 Hada,Masanori

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

2年

所属 :渡辺研究室

研究テーマ :両親媒性ブロック共重合体を

用いた金属ナノ粒子の高次配列制御

藤原隆太郎 Fujtwara,Ryutaro

理学研究科物質科学専攻博士前期課程

1 年

所属 :渡辺研究室

研究テーマ :両親媒性ブロック共重合体の

表面ナノ相分離構造をテンプレー トとし

た金属ナノ粒子の二次配列制御

堂野純孝 Dohno,Sumitaka

医学系研究科医科学専攻博士課程 4年

所属 :感染分子病態学教室

研究テーマ :EBウ イルス特異的遺伝子治

療の開発研究

Rashel Mohammad

医学系研究科医科学専攻博士課程 4年

所属 :感染分子病態学教室

研究テーマ バクテ リオファージの感染

症治療への応用研究

山下竜右 Yamashita,Ryusuke

医学系研究科医科学専攻修士課程 1年

所属 :感染分子病態学教室

研究テーマ :EBウ イルス感染と発癌機構

に関する研究

松崎茂展 Matsuzaki,Shigenobu

医学部助教授

所属 :感染分子病態学教室

研究テーマ :バクテリオファージの分子

遺伝学、感染症治療への応用研究

黒田正幸 Kuroda,Masayuki

医学部助手

所属 :感染分子病態学教室

研究テーマ :EBウ イルス感染と発癌機構
に関する研究、EBウ イルス特異的遺伝子

治療の開発研究

内山純平 Uchiyama,」umpei

医学系研究科医科学専攻修士課程 2年

所属 :感染分子病態学教室

研究テーマ バクテリオファージの感染

症治療への応用研究

一-11-―



櫻井慎吾 Sakural,Shingo

医学系研究科医科学専攻修士課程 1年

所属 i感染分子病態学教室

研究テーマ :クテリオファージの感染症

治療への応用研究

宮崎直人 Miyazaki,Naoto

医学部社会医学講座環境医学 研究員

所属 :環境医学教室

研究テーマ :ア レルギー性疾患関連遺伝

子の多型解析

張達川 Zhang Da Chuan

医学系研究科医科学専攻修士課程 1年

所属 :環境医学教室

研究テーマ :ア レルギー性疾患における

00Lとス トレス

平山健史 Hirayama,Takeshi

大学院黒潮圏海洋科学研究科博士後期課

程 2年

所属 :大嶋研究室

研究テーマ :魚類ウィルス感染の病原性

発現に関わる分子基盤の解明 (コイヘル
ペスウィルス, ビルナウィルス担当)

秋丸国広 Akimaru,Kunthiro

医学部社会医学講座環境医学 講師

所属 :環境医学教室

研究テーマ :化学物質の健康影響評価シス

テムの開発

山崎千春 Yamasaki,Chiharu

医学系研究科医科学専攻修士課程 2年

所属 :環境医学教室

研究テーマ :ア レルギー性疾患における好

酸球を中心とした分子病態

今城雅之 lma」oh,Masayuki

博士研究員

所属 :大嶋研究室

研究テーマ :魚類ウィルス感染の病原性発

現に関わる分子基盤の解明 (イリドウィル

ス,ラ ブ ドウイルス,ビルナウィルス担当)

播事 テ惹
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